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２０２０年度から本格実施される文部科学省の新学習指導要領にＳＤＧｓが盛り込まれました。

「持続可能な社会の創り手を育成する」という学習指導要領の理念はＳＤＧｓそのものであります。

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）という先進的な取り組みはあるが、先生同士のつながりは

希薄で、情報や教材、模範となるカリキュラムが不足しており、子どもたち、学校の先生を支援する

プログラムが求められています。

教育現場のニーズをつかんだ「海のＳＤＧｓ」を中心とした教育プログラムを開発し、子どもたち自

らが課題を学び、解決方法を考え、行動に移してもらう。こうした子どもたちの活動や取組を、全国

の子どもたち、小学校に広めることを目的とし、活動を始めました。

プロジェクトの目的

2019年「こども海の学習プログラム普及プロジェクト実行委員会」発足にあたって
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SDGｓ14番目の目標「海の豊かさを守ろう」を通じて、子どもたち、学校の先生を支援するプログラムを提供するプロジェクト

これからの時代を生き抜く子どもたちに必要な“持続可能な社会づくり”に必要な知識、考え方、能力を育成することを目標に全国で10校、

合計900名近くの児童が参加する出張授業「こどもと海のSDGs～SDGsってなんだろう」を実施。その結果をもとに学習教材を制作する傍ら、

「海と日本プロジェクト」の様々な取り組みを朝日小学生新聞に掲載。都度、全国の読者約10万人に訴求することができた。

この事業の主題
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①全国の小学校で出張授業を実施

③継続的な広報

学習教材製作に向けた小学校での出張授業の実施及び調査

(1)学校応募期間 2019年5月末～6月14日（予定）

実施する学校決定 2019年6月19日（水）

出張授業実施2019年7～12月 10校

(2)場 所 全国（応募校によって決定）

(3)参加者 10校で児童約700名想定

朝日小学生新聞にて海と日本プロジェクトの活動を定期的に発信

(1)制作、発行 2019年6月-2020年3月

(2)サイズ・回数 全5段前後、約20回

(3)発行部数 全国約100,000部

②海のSDGｓに関する学習教材を制作

海のSDGs学習教材の制作、印刷、出張授業を受けてくれた児童に配布

(1)制作、印刷 2019年9-2020年3月

送付時期 2020年3月

(2)配布 出張授業を受けてくれた小学校の児童

(3)配布数 900部程度（1,000部印刷）

2019年度のミッション

全国１０の小学校で海のSDGｓの

出張授業45分×2コマを実施

実施②

実施③

朝日小学生新聞で年間を通じて

継続的な広報活動を実施

教育プログラムの実地検証を元に

学習教材を制作・印刷

実施①



①全国の小学校で出張授業を実施
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出張授業「SDGsってなんだろう」
全90分 授業は2時限（45分×2コマ）を３つのパートから構成しました。

授業Part１ アクティブラーニングでSDGｓとは何かを学ぶ（45分）

①人間が克服してきたことを例をあげ、子どもたちに一緒に考えてもらう

みんな社会科で習ったと思うけど、昔の人は土器を作って使ったよね。
土器は何に使われたんだろう？
⇒土器は煮炊きに使われて、これで昔の人はあたたかい食べ物を食べる
ことができた

⇒冬の寒さを克服することができた
⇒煮ることで硬い肉を柔らかくすることができ、しっかり栄養が取れる
⇒健康になる病気を克服

②子どもたちにカード（付箋紙）を配布して、
私たちが克服しなくてはいけない問題は何か書いてもらう（３分間）
付箋紙は一人数枚配布
克服しなくてはいけない問題と
名前を書いてもらう

③記入してもらったカードがSDGｓの１７の目標のどこにあたるか
貼っていってもらう。
みなさんにいろいろ克服しなくてはいけないことを書いてもらったけど、
様々な問題を集約すると１７つにまとめられる
みなさんが大人になる２０３０年までにこの問題を世界中で解決
しましょうと世界できめた これを難しい言葉でSDGｓといいます。

海の
ごみ

嶋田英輔

温暖化
対策
山本徹

テロ
をなくす
山本徹

メイン講師の手島利夫先生がPart1を担当

1952年、東京都生まれ。早稲田大学・青山学院大学卒業。
江東区立東雲小学校・八名川小学校の校長を歴任し、ユネスコスクールとし
てＥＳＤカレンダーの開発やＥＳＤの推進に携わり、現在に至る。
2007年から11年間ＥＳＤ円卓会議委員を務める。
2010年東雲小が、2012年八名川小がユネスコスクールＥＳＤ大賞を受賞。
2014年ＥＳＤ世界会議に参加。
2015年博報児童教育振興会より教育活性化部門で「博報賞」を個人受賞。
2016年八名川小学校ＰＴＡが文部科学大臣賞を受賞。
2017年八名川ファミリー学校支援本部が文部科学大臣賞受賞。
2017年八名川小学校がジャパンＳＤＧｓアワード特別賞を受賞。
共著に「未来をつくる教育ＥＳＤのすすめ」（日本標準ブックレット2008年）、
単著に「学校発・ＥＳＤの学び」（教育出版2017年）
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授業Part2 ゲスト講師による、海が抱える今～これからの問題（30分）

ゲスト講師は毎回1名が登場（10校で延べ6名のゲスト講師にご協力いただきました）
メイン講師とゲスト講師の事前打ち合わせにより内容を構築しました。

授業Part3 まとめ（15分）

メイン講師（手島先生）が再び登場し、ゲスト講師とも対話しながら問題点をおさらい。
“子供にも世界を変える力がある”ことを確認し、 “気づき、行動する事” を約束して終了。
記念撮影、アンケート配布、インタビューなども行いました。

科学ジャーナリスト 山本智之氏 海洋研究開発機構 原田尚美さん 海洋管理協議会（MSC） 石井幸造さん

東海大学海洋学部博物館学芸員 伊藤芳英さん 京都造形芸術大学教授 竹村眞一さん 遠忠食品 宮島一晃社長
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出張授業実施校
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2019年6月28日（金）
千葉県 八千代市立大和田南小学校 5年生125名

講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：科学ジャーナリスト 山本智之

海の温暖化について

講師の手島利夫先生 科学ジャーナリスト 山本智之氏

ユネスコスクールにも登録され、ESD活動に力を入れている千葉県
八千代市立大和田南小学校の5年生の児童を対象に出張授業を実施。
講師を務めるのは日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫氏。手島先生は

東京の小学校の校長を歴任し、現在、学校教育の現場でＥＳＤ・ＳＤ
Ｇｓの普及に努めています。
授業は、人類がこれまでに克服してきた事柄や、現在直面している

問題などを児童に考えてもらうワークショップ形式です。児童同士相
談してもいいので、会場は大変にぎやか。一人ひとり付箋紙にこれか
ら私たちが克服していかないといけいと思う問題を書き込み、それが
SDGｓの１７つの目標の何番にあたるのかを考えて貼ってもらいます。
授業の後半は、元朝日新聞社科学医療部の記者で科学ジャーナリス

ト・山本智之氏が、山本氏が実際に沖縄の海や南氷洋で見てきたこと、
調査してきたことを映像や写真で紹介。児童が真剣に聞き入っている
様子に大和田南小学校の先生も驚いていました。



2019年7月11日（木）
東京都 世田谷区立赤堤小学校 ６年生99名
講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：朝日新聞社 山本智之

海の温暖化について
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持続可能な社会を作る主体的なこども、世界の課題を「自分ゴト」
として捉えられる子供を目指し、積極的にSDGｓに取り組んでいる世
田谷区立赤堤小学校の6年生の児童を対象に出張授業を実施。
講師を務めるのは日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫氏。手島先生は

東京の小学校の校長を歴任し、現在、学校教育の現場でＥＳＤ・ＳＤ
Ｇｓの普及に努めて
います。
授業は、人類がこれまでに克服してきた事柄や、現在直面している

問題などを児童に考えてもらうワークショップ形式です。児童同士相
談してもいいので、会場は大変にぎやか。一人ひとり付箋紙にこれか
ら私たちが克服していかないといけいと思う問題を書き込み、それが
SDGｓの１７つの目標の何番にあたるのかを考えて貼ってもらいます。
授業の後半は、元朝日新聞社科学医療部の記者で科学ジャーナリス

ト・山本智之氏が、山本氏が実際に沖縄の海や南氷洋で見てきたこと、
調査してきたことを映像や写真で紹介。最後のまとめでは「大人が考
えた答えだけが答えじゃない」事も習いました。

講師の手島利夫先生 科学ジャーナリスト 山本智之氏
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SDGsを校内の学習に位置付けていきたいと考え、2年前から積極的
に取り組まれている札幌市立太平南小学校の5年生の児童を対象に出
張授業を実施。
講師を務めるのは日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫氏。手島先生は

東京の小学校の校長を歴任し、現在、学校教育の現場でＥＳＤ・ＳＤ
Ｇｓの普及に努めています。
授業は、人類がこれまでに克服してきた事柄や、現在直面している

問題などを児童に考えてもらうワークショップ形式です。児童同士相
談してもいいので、会場は大変にぎやか。一人ひとり付箋紙にこれか
ら私たちが克服していかないといけいと思う問題を書き込み、それが
SDGｓの１７つの目標の何番にあたるのかを考えて貼ってもらいます。
授業の後半は、女性として２人目の南極観測隊員に選ばれた事もあ

る原田尚美さん。南極における体験談など自己紹介の後は、ご自身で
研究されている「海洋酸性化」の話へ。難しい話を寿司ネタの貝など
に例え、豊かな海を守るために解決しなくてはならない問題は多様に
ある事も習いました。

講師の手島利夫先生 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 原田尚美さん

2019年9月4日（水）
北海道 札幌市立太平南小学校 5年生54名
講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：JAMSTEC 原田尚美

海の酸性化について



講師の手島利夫先生 海洋管理協議会（MSC） 石井幸造さん

2019年9月11日（水）
愛知県 豊橋市立大崎小学校４・6年生 57名
講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：MSC 石井幸造

海のエコラベルについて
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本年度より豊橋市の研究委嘱を受けESDを進めていくことになった、
豊橋市立お先小学校の4,6年生の児童を対象に出張授業を実施。
講師は東京の小学校の校長を歴任し、現在、学校教育の現場でＥＳ

Ｄ・ＳＤＧｓの普及に努めている、日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫
氏。
授業は、縄文時代にさかのぼり克服してきた事柄を紹介し、現代で

取り組まなくてはならない問題などを児童に考えてもらうワーク
ショップ形式です。児童同士相談したり、SDGｓの１７枚のボードに
貼ったりと賑やかです。
授業の後半は、海洋管理協議会（MSC）のプログラムディレクター、

石井幸造さんが登場。「みなさんの好きな魚は何ですか？」。石井さ
んの呼びかけに、児童たちは口々に魚の名前を挙げます。児童はその
あと、太平洋クロマグロの資源量が昔に比べて大きく減っていること
を知ります。そして、魚を減らさないために、どんな決まりをつくっ
たらいいか、手を挙げて口々に意見を発表。
石井さんからはルールを守ってとられた魚の目印となる「海のエコ

ラベル」の紹介もありました。



講師の手島利夫先生
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昨年度よりSDGｓの視点を持って授業を進めていくことになった、
京都市立岩倉北小学校の56年生の児童を対象に出張授業を実施。
講師は東京の小学校の校長を歴任し、現在、学校教育の現場でＥＳ

Ｄ・ＳＤＧｓの普及に努めている、日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫
氏。
授業は、縄文時代にさかのぼり克服してきた事柄を紹介し、現代で

取り組まなくてはならない問題などを児童に考えてもらうワーク
ショップ形式です。冒頭、手島先生の提案で子供同士握手をすること
からスタート。すっかりリラックスした児童は活発に発言していまし
た。16歳の環境活動家グレタさんも紹介されましたよ！
授業の後半は、東海大学海洋学部博物館の学芸員、伊藤芳英さんが

登場。授業のテーマは「深海からの使者」、ミズウオという深海魚で
す。実際にミズウオの胃から出てきた様々なプラスチックごみを紹介
したり、海岸で採取した砂からマイクロプラスチックを取り出す実験
などを行いました。

2019年9月27日（金）
京都府 京都市立岩倉北小学校 5年生55名

講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：東海大学海洋学部博物館 伊藤芳英

海洋プラスティック問題について

東海大学海洋学部博物館学芸員 伊藤芳英さん



講師の手島利夫先生
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授業の１時間目は、日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫先生。教室には、「海の
豊かさを守ろう」「気候変動に具体的な対策を」など、ＳＤＧｓの目標を示す色
とりどりのマークがついた大型パネルが計１７枚、ずらりと並んでいます。そこ
に、「この先もずっと豊かに続いていくために、克服しなければならない問題」
を自分で付箋に書き込み、貼り付けに行きました。自分の頭を使って考え、仲間
どうしで相談し、体を動かして作業する。「ＳＤＧｓとは何か」。子どもたちは、
自らの体験を通して、学びを深めました。
２時間目のゲスト講師は京都造形芸術大学教授の竹村眞一さんが登場。デジタ

ル地球儀「触れる地球」を使って授業を行いました。
直径６０センチの光輝く地球儀は、雲の動き、台風や津波の発生過程、そして地
球が温暖化していく様子など、さまざまな情報を映し出すことができます。竹村
さんは、地球が太陽からほどよい距離にあり、大気と海があるおかげで、地球の
気候が安定していることを解説しました。
そして、海の危機についても、プラスチックごみが海流によってハワイ周辺な

どに寄せ集められる様子が動画で表示されました。竹村さんは「人類は、大きな
力をもつようになってしまいました。でも、その力を使えば、未来を変え、地球
を良くすることもできます」と語りかけました。

2019年10月4日（金）
大阪府 大阪市立南小学校 ５・６年生 62名

講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：京都造形芸術大学 竹村眞一

触れる地球で海洋問題を考える

京都造形芸術大学教授 竹村眞一さん
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授業の１時間目は、日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫先生。今回も「克服」を
テーマに授業は進められました。
導入では縄文時代の話に及びます。「土器を使うことによって、人は硬い木の実

や貝などを煮て食べられるようになった。それが、食料危機の克服につながりまし
た。縄文土器は、ものすごく役に立ったんだね」。そして、子どもたちに質問しま
す。「食べ物の問題だけじゃないよね。私たち人間は、これまでにどんな問題を克
服してきたのか、考えてみましょう」子どもたちは、まわりの友達とも相談しなが
ら、ワークシートにどんどん書き込んでいきます。
自分の頭を使って考え、仲間どうしで相談し、体を動かして作業する――。「Ｓ

ＤＧｓとは何か」。子どもたちは、自らの体験を通して、学びを深めました。
２時間目のゲスト講師は東海大学海洋学部博物館の学芸員、伊藤芳英さんが登場。

授業のテーマは「深海からの使者」。伊藤さんが働いている博物館は、駿河湾に面
した三保海岸の近くにあり、貝殻やヒトデ、ウニなどの生物、ときにはクジラも打
ち上がることがあるそうです。そして、三保海岸の大きな特徴は、銀色に輝く「ミ
ズウオ」という深海魚が、生きたまましばしば打ち上がることです。実際にミズウ
オの胃から出てきた様々なプラスチックごみを紹介したり、海岸で採取した砂から
マイクロプラスチックを取り出す実験などを行いました。
伊藤さんは授業の最後に、「海の自然を大切にするために、まずは自分にできる

ことから、行動してください」と呼びかけました。

2019年10月18日（金）
宮城県 仙台市立東長町小学校 5年生114名

講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：東海大学海洋学部博物館 伊藤芳英

海洋プラスティック問題について

講師の手島利夫先生 東海大学海洋学部博物館学芸員 伊藤芳英さん
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授業の１時間目は、日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫先生が講師を担当します。最初に縄文土器についての話をしました。「土器を
使うことによって、どんな問題を克服してきたのか、考えてみましょう」子どもたちは、まわりの友達とも相談しながら、ワークシー
トにどんどん書き込んでいきます。
「何かを克服するということは、世界をより良いものにするということです」と手島先生。「みなさんの住むこの世界が、この先も
ずっと豊かに続いていくために、克服しなければならない問題は何でしょうか？」子どもたちはそれぞれの考えを、付箋紙にメモをし
「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）の１７目標と見比べ、パネルに自分の付箋を貼り付けに行きました。
自分の頭を使って考え、仲間どうしで相談し、体を動かして作業する――。「ＳＤＧｓとは何か」。子どもたちは、自らの体験を通

して、学びを深めました。

２時間目の授業は、科学ジャーナリストの山本智之さんが担当しました。山本さんが２０年間一貫して取り組んでいるのは「海」で
す。日本はもちろん南極海、ハワイ、ガラパゴス諸島など世界の海に潜り、調査しています。「日本は海に囲まれ、その恵みをたくさ
ん受けていますが、実は今、海でも克服すべき問題があります。」取材で撮影した、沖縄の海のサンゴ礁の写真を映し出しながら紹介
してくれました。海水温の上昇によるサンゴの白化現象が深刻です。「サケ」の回遊エリアも変わってきました。

最後に手島先生がまとめます。
「海の温暖化はサンゴの白化、サケの回遊をはじめさまざまな問題を生んでいます。今年発生した大型の台風もそのひとつです。私

たちの暮らしに大きな影響があることを知り、問題に向き合うことが求められています。」
子供達でも世界を変えていけることを確認し、授業を締めました。
とても熱心に取り組んでくれた、広島市立中野東小学校の児童でしたが、大勢の保護者も観覧にいらして、一緒に参加していただい

たのが印象的でした。

2019年10月23日（水）
広島県 広島市立中野東小学校 ６年生99名
講師：日本ESD学会副会長 手島利夫

ゲスト講師：朝日新聞社 山本智之
海の温暖化について

講師の手島利夫先生 科学ジャーナリスト 山本智之さん
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１時間目は日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫先生が、講師をしてくださいました。授業の冒頭に、子どもたちにお互いに握
手をするよう呼びかけました。
「だれも置き去りにしない。みんなが力を合わせて、一生懸命に勉強してください」自分の頭を使って考え、仲間と互いに相
談しあい、体を動かして作業する――。子どもたちはＳＤＧｓについて、自らの体験を通して、学びを深めました。

２時間目の講師としては、日本橋で佃煮を製造・販売している遠忠食品株式会社の社長、宮島一晃さんが登場しました。宮
島さんは、東京湾でとれた海苔やアサリなどを材料にして、無添加の佃煮づくりに取り組んでいます。
「この人を知っていますか？」子どもたちに徳川家康の絵を見せながら、江戸時代に始まった佃煮作りを紹介しました。

「昔は今のように冷蔵庫がない。食品を日持ちさせるためでした」そして、東京湾の環境変化に話題が広がります。
東京湾にはかつて、広大な干潟が広がっていましたが、明治時代に比べるとその９割が埋め立てによって失われたといいい

ます。「干潟には水を浄化する力があります。干潟にすむ二枚貝が、水をきれいにしてくれるんです」宮島さんは、東京湾を
含めて全国的にアサリの漁獲量が減っていることに触れました。その原因はよく分かっていませんが、海の環境が変わったた
めではないかと考えられています。

そして、最後に子どもたちに呼びかけました。
「日本の一次産業がずっと続いていくように、できれば国産の食材を食べてもらえればと思います」

講師の手島利夫先生

2019年11月８日（金）
神奈川県 鎌倉市立小坂小学校 6年生104名

講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：遠忠食品 宮島一晃

東京湾の移り変わり、佃煮の歴史

日本橋の佃煮屋「遠忠食品」の宮島一晃社長
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今年最後の10回目の授業。１時間目は、これまでの全ての学校と同様に、日本ＥＳＤ学会副会長の手島利夫先生が、講師をしてくださ
いました。
「だれも置き去りにしない。みんなが力を合わせて、一生懸命に勉強してください」最初の話題は「縄文土器」についてです。
「土器を使うことによって、硬い木の実や貝などを煮て食べられるようになった。それが、食料危機の克服につながりました。何かを克
服するということは、世界をより良いものにするということです」と手島先生。「みなさんの住むこの世界が、この先もずっと豊かに続
いていくために、克服しなければならない問題は何でしょうか？」子どもたちはそれぞれの考えを付箋紙にメモし、計１７枚の大型パネ
ルに自分の付箋を貼り付けに行きました。
自分の頭を使って考え、仲間と互いに相談しあい、体を動かして作業する――。子どもたちはＳＤＧｓについて、自らの体験を通して、
学びを深めました。

２時間目の講師は、海洋研究開発機構地球表層システム研究センター長の原田尚美さんが登場しました。
原田さんは、海底にたまった泥を解析して過去の地球の環境を調べる研究に取り組み、女性初の南極観測隊副隊長も務めました。南極

での調査のようすを紹介したあと、原田さんは「海の酸性化」について解説しました。酸性化の影響を受ける生き物の具体例として原田
さんが挙げたのが、炭酸カルシウムの殻をもつプランクトンの一種です。３Ｄプリンターで作った立体模型を２種類、子どもたちに手渡
しました。見かけはよく似た２つですが、一つは重く、もう一つは軽いことに子どもたちは気づきました。軽いほうの有孔虫は、酸性化
の影響を受けたものです。
原田さんは桶の中に並んだお寿司を写真で見せながら、海の酸性化が進むと将来、貝類や甲殻類などの寿司ダネが減ってしまうかもし

れないことも説明しました。
そして、「海の中の問題はプラスチックごみだけではないということを、今日おうちに帰ったら家族の人たちに教えてあげてくださ

い」と子どもたちに呼びかけました。

2019年12月3日（火）
東京都 目黒区立五本木小学校

講師：日本ESD学会副会長 手島利夫
ゲスト講師：JAMSTEC 原田尚美

海の酸性化について

講師の手島利夫先生 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 原田尚美さん



報告資料 授業に参加した先生とこどもたちの感想

先生方の感想

子どもたちがハツラツと授業に参加していたのがとてもよかったです。パネルに貼った付せんはそのまま授業
で活用したいと思いました。（実際にその後この授業を元にSDGｓの授業を行われたそうです）

世田谷区立赤堤小学校 堀江理砂先生

先日は出前授業ありがとうございました。
子どもたちは海の話題を口にしたり、廊下に掲示したポスター等をじっくり眺めたりしています。すばらしい
授業でした。毎年やっていただけないかという思いがつのるばかりです。

札幌市立太平南小学校 隈本一哉先生

児童の感想

マイクロプラスチックを初めて見聞きして、びっくりしました。あんなに小さくなったら、もう拾えないどころか
見つけられないと思います。海に行って清掃活動をしたいと思いました。

仙台市立東長町小学校 男の子11歳

海がとっても傷ついていることを知って、自分がもし海に行ってゴミが落ちていたらちゃんと持って帰って捨
てたいし、ゴミをほかしている人がいたら声をかけたりしたいです。

京都市立岩倉北小学校 男の子10歳

海洋酸性化についてくわしく教えてもらって、環境が悪くなったら、お寿司が食べられなくなって悲しいなと思
いました。これからは今の現状を理解して、一番いい行動をしていきたいと考えました。

目黒区立五本木小学校 11歳 女の子

SDGｓについてよりくわしくなれました。私はゴミを海に捨てたりしないし、買い物のときはエコバッグを持っ
て行くなど、私たちができることをやっていきたいと思います。

札幌市立太平南小学校 11歳 女の子

子どもにも世界を変える力があると言われて、私たちが世界を本当に変えてみたいと思った。
もっとSDGｓのことを勉強したいと思った。

鎌倉市立小坂小学校 12歳 女の子

地球の環境がとても悪くなっていることにおどろいた。ぼくも地球の環境を守ることに取り組みたいです。
広島市立中野東小学校

授業をきっかけに、気づきがあり、行動をおこしたいという意見が多くみられました
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②海のSDGｓに関する学習教材を制作

17

Ｂ５判２４Ｐの学習教材「海とSDGｓについて考えてみよう！」を制作しました

世の中にはSDGｓについて書かれた本がたくさん販売されていますが、
それらの多くはSDGｓの１７つの目標を解説するだけで、子どもたちに考え
てもらう内容になっていません。
まるで、ひと昔前の教科書か参考書のような感じです。

出張授業を受けてくれた大半の子どもたちは海の（プラ）ゴミ問題しか知りま
せんでした。

私たちが制作した「海とSDGｓについて考えてみよう！」は、子どもたちに今
海で何が起こっているかを知ってもらい、その問題をどう自分ごとにしてい
くかを重視して制作しました。

これまでにない、新しい学習教材です。

この本の特徴

この学習教材のために筆者である山本が長期にわたる取材を行っています。

使用した写真の大半は、山本による撮影で、
例えば海の酸性化のために式根島の海底に潜り、撮影を敢行しました。

日本の名だたる海洋研究の先生、ＳＤＧｓ教育の先生方にご協力をいただき、
監修をお願いしています。

これから先、増刷を重ね、たくさんの教育現場、児童に手に取ってもらえる内
容であると自負しています。



報告資料 学習教材 1/2
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報告資料 学習教材 2/2
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③継続的な広報
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朝日小学生新聞にて海と日本プロジェクトの活動を定期的に発信しました。

報告資料 継続的な広報

出張授業告知（参加校募集） 5段カラー



報告資料 継続的な広報
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出張授業告知 5段カラー
2019年5月30日（木）

出張授業告知 5段カラー
2019年6月8日（土）

出張授業告知 5段カラー
2019年6月11日（火）

出張授業告知 5段カラー
2019年6月20日（木）

応募開始から締め切りまでの期間が３週間と短いにも関わらず、全国３7の小学校からお申込みをいただきました。



報告資料 継続的な広報

朝日小学生新聞 2019年8月17日（土）掲載 朝日小学生新聞 2019年10月18日（金）掲載
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報告資料 継続的な広報

朝日小学生新聞 2019年11月20日（水）掲載 朝日小学生新聞 2019年12月23日（月）掲載

鎌倉市立小坂小学校
目黒区立五本木小学校
の授業の様子を紹介
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報告資料 継続的な広報
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2019年8月20日（火）



報告資料 継続的な広報
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11月29日に八景島で
「Virtual Ocean Project」を取材し、近日中
に朝日小学生新聞で紹介する予定

2019年11月28日（木）掲載 2019年12月14日（土）掲載

2020年3月7日（土）掲載



報告資料 継続的な広報

12月4日（水）付け朝日新聞 東京版で12月3日の
目黒区立五本木小学校の授業が紹介されました。



報告資料 継続的な広報

朝日小学生新聞のホームページ
（https://www.asagaku.com/）
に出張授業の特設ページを設けました。
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https://www.asagaku.com/


報告資料 継続的な広報

9月27日の京都市立岩倉北小学校での授業の様子は、公益社団法人全国学校図書館協議会（SLA）が発行する学校図書館向け
写真ニュース「としょかん通信」小学生版の2020年2月号で紹介されました。（B2横長・月刊・カラー版・小学生版2,000部発行）
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報告資料 継続的な広報

KBS京都「キモイリ！」 10月12日（土）ON AIR

9月27日の京都市立岩倉北小学校での授業の様子は、
KBS京都の番組「キモイリ！」（毎週土曜日午前10:30～11:55）
で3分間にわたり紹介されました
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報告資料 継続的な広報
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RCC中国放送 「facebook」「ニュースサイト」掲載

10月23日の広島市立中野東小学校での授業の様子は、RCC中国放送の「facebook」「ニュースサイト」にて掲載されました


